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【０】 はじめに
“Class in Britain”の著者イヴァン・リードによ
れば、１９９０年代後半、ジェンダーやエスニシティ
について関心が集まる中１）、階級について論じる
ことは、政治的にも社会的にも、社会科学におい
てもチャレンジングな作業であり、それは、「石
炭自体やその有用性の消滅によってではなく、他
の燃料の持つ魅力の相対的向上という変化によ
る、石炭産業の低落と酷似している」という
（Reid，１９９８：xix）。現に、「最近の広範囲にわた
る世論調査は、９０％の人が依然自身を特定の階級
においており、７３％の人が依然階級は英国社会の
不可欠な部分であり、５２％の人が依然明快な階級
格差が存在すると思っていることを示している。
階級は文化的政治的には不可視なものになりつつ
あるが、それは依然英国社会に不可欠な要素であ
る」（Storry & Childs，２００２：１７８）。
とりわけ「労働者階級（working class）」に関
して言えば、たとえば２００２年８月２２日付ガーディ
アン紙によると、「現在、『労働者階級であり、そ
のことに誇りを感じている』人の数は、１９９７年の
５８％から６８％へと上昇しており、組織化されたプ
ロレタリアートの末裔に対する、サッチャーのプ
ログラムへの記憶が、炭鉱町にまだくすぶってい
た９４年の５２％をも上回って」おり２）、また０３年３
月４日付同紙によれば、「最新の数値では、社会
的階級のトップ３の若者の４８％が大学に進む一
方、ボトム３出身の若者の１８％が進学するに過ぎ
ない」といったギャップが現存し、高等教育局長
は何らかの対策を講じる必要があると述べてい
る。イギリス社会において労働者階級という存
在、もしくはそうした概念は、絶滅しつつある種
族でも、過去の遺物でもない。このような動向
は、労働者階級（のコミュニティ）への郷愁をモ
チーフにしたイギリス映画のスマッシュ・ヒット
――炭鉱町のブラスバンドを題材にした「ブラス
ド・オフ」、８０年代の炭鉱ストライキを背景とす
る「ビリー・エリオット」、かつて製鉄で栄えた
町の失業者たちによる「ザ・フルモンティ」な
ど、いずれもイングランド北部の鉱工業地帯を舞
台としている――や、ケン・ローチやマイク・
リーといった労働者階級を描き続ける監督の健在
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１）戦後のイギリス社会の変化によって、「労働ベースのアイデンティティは、他のアイデンティティのソースとも
交差し始めた。ジェンダーとエスニック・アイデンティティの重要性の増大や、マスメディアの多様な消費
ベースのライフスタイルの強調は、個人が自身のアイデンティティを構築する主役なのだという自覚を強化し
てきた」という（Mackintosh & Mooney，2000：９６－７）。だが、それはイギリス全土で一様な事態ではない。
たとえば国家統計局の１９９９－２０００年調査によると、エスニックマイノリティの人口は、インナー・ロンドンで
２５．６％、中西部大都市圏で１４．６％に達するものの、スコットランドでは１．３％である（Storry & Childs，２００２：
２１１）。
２）「１９９８年初頭の、レディオフォー・トゥデイという番組による ICM世論調査によれば、５５％の人が、自身を『労
働者階級』とアイデンティファイしている。それは、４９年よりも１２％アップしている。非常に一般的な意味で、
アンドリュー・アンソニーがオブザーバー紙でクラスについての記事で議論しているように、階級は認識の問
題であるが、驚くべきことに、階級が政治的な争点をもたず、『ミドル・イングランド』がミドルクラスである
ことの同意語とみなされているにもかかわらず、多くの人々が自身を『労働者階級』と述べている」
（Roger，２０００：５２）。
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ぶりからもうかがえよう３）。
そうした一種の労働者階級再評価の動きの中
で、イギリスでは「階級文化」研究も、理論的・
実証的に新たな展開をみせている。本稿ではその
概略を紹介しながら、ユース・サブカルチャー研
究への含意を検討しておきたい。
【１】１９６０～７０年代：CCCSの遺産
イギリスにおける「階級文化」研究を考える
際、その出発点となるのは、やはりバーミンガム
大学の CCCS（現代文化研究所）――レイモンド
・ウィリアムズが、「文化」という概念を「a
whole way of life」の問題としてとらえ返し、リ
チャード・ホガートが自らの出自を振り返りつ
つ、労働者階級文化がマスカルチャーに凌駕され
つつある現状を憂い、エドワード・トムソンが
「労働者階級の形成」を歴史的にたどった１９６０年
代前後――であろう。
これら諸研究を受けて、エリック・ホブズボウ
ムは、「マス・プロレタリアートのスポーツとし
てのフットボール（ほとんど現世的な宗教に近
い）は、１８８０年代に生み出され、北部の新聞が試
合の結果を読者の興味を引くよう紙面一杯に報道
し始めたのは１８７０年代の終わりのことである」、
「労働者階級の典型的な海辺の休日、ホリディ・
リゾートは、ランカシャーのブラックプールに代
表されるように、１８８０～９０年代に形づくられ
た」、「１９５０年代までの標準的なレディメイドフー
ドの提供者であるフィッシュアンドチップス・
ショップでさえも、ランカシャーでは１８６５年以前
には存在しなかった」、「イギリスのミドル諸階級
とは違い、イギリスの労働者はローカルな方言
を、標準的英語へと取り替えることはしなかっ
た」、「１８７０～８０年代のイラストや写真が示すよう
に、ヘッドギアは様々であり、帽子を被ることす
ら標準化されていなかった。しかし１９１４年には、
イギリスの労働者の集合写真は、仕事中であろう
となかろうと、flat peaked capの海というおなじ
みの姿となっていた」など、レジャー・食生活・
言語・ファッション・メディアといった指標か
ら、「潜在的市場としての労働者階級のサイズの
成長と、生活費の急速な下落の時期に起こった平
均的な実質賃金の目覚しい上昇」を背景に、１８８０
年代に労働者階級文化は萌芽し４）、「その後の２０
～３０年の間に形づくられた」（Hobsbawm，１９８４：
１８４－２００）と結論している５）。
まさに、「労働者階級は、産業革命によっての
み作り出された――“蒸気機関＋工場＝労働者階
級”――ものではなく、政治的な反革命や、新た
な経験としての、受け継がれた文化的伝統の
reworkingによっても生み出された」のであり、
労働者階級文化の「均一性 homogeneity（と示差
性 distinctiveness）の度合いは、明らかに歴史的
変数である。１８８０～１９３０年代の労働者階級文化
は、その前後のどの時期と比べても、より均一的
で示差的であった」わけだ（Johnson，１９７９：
２２１－２３５）。
３）もちろん映画以外の領域でも、階級は UKにおけるさまざまなコンテンツにその影を投げかけている。「奇妙で
エキゾチックで幾分こっけいなロッド・スチュアートの過剰な衣装は、労働者階級の元モッド的ヘアスタイル
やタフな顔の表情と結びついている。‥その環境の華麗さにもかかわらず、ロッドは変わっておらず、そのロ
イヤリティは、その出身階級に残しているように思われている（これは、そのアクセントや外見、フットボー
ルへの傾倒など他のコンテクストによっても表現されている）」（McRobbie，２０００：１１２－３）。また、かつての
産業革命期の労働者階級コミュニティが、ノスタルジックなツーリズムの資源となってもいる（Urry，１９９５＝
２００３）。
４）当然この場合の「文化」とは、「社会人類学で一般的なより広義な用法によるものであり、ミドルクラス的な感
覚にもとづくより狭義な『文化』（すなわち、自己完結的な現象としての文学や美術）は、労働者階級の生活の
一部でしかない。‥イギリスの労働者にとっては、『ブック』という語は雑誌と同義語であり、『シアター』は
映画館さもなければある範囲のミュージックホールを、『ピクチャー』は映画を意味する」（Hobsbawm，１９８４：
１８５）。
５）「そして、われわれの知っている『ミドルクラス』も、この時期に登場しており、それはヴィクトリア朝初期・
中期の先行者や『ザ・エスタブリッシュメント』のアッパーブルジョアジーとは大きく異なったものであるこ
とも、付け加えるべきであろう。突然の flat peaked capの出現と平行して、オールドスクールタイは出現し、
ゴルフクラブはさらに急成長をとげた。１８９０年から９５年にかけてヨークシャーでは２９のコースが開かれたが、
１８９０年以前には、そこにはたった二つのコースしかなかった」（Hobsbawm，１９８４：２００）。
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そして、こうした労働者階級文化への注目の中
から、CCCSの大きな成果である「ユース・サブ
カルチャー」研究が生み出されていく。有名な
『儀礼による抵抗』の議論を、ごく簡単にまとめ
てしまえば、戦後ロンドン・イーストエンドなど
の労働者コミュニティが、ブルジョアジー化と都
市再開発（ジェントリフィケーション）による解
体の危機にみまわれる中、まず労働者階級出自の
若者・逸脱文化として Teddy boys（Teds）と呼
ばれる独特のファッション・スタイルを持つ集団
が登場し６）、以後６０年代には、店員・事務員など
の職を得て労働者階級からより上方への脱出を試
みる Modsと、非熟練・半熟練のマニュアル・
ワークに従事し、マスキュリンな価値観を保ち続
ける Rockersとの間の抗争があり、６０年代後半に
は、ミドルクラスを出自としながらも社会からの
離脱をはかるヒッピーが登場する一方で、よりア
ンダークラスへと転落することへの危機感を背景
に、親世代の労働者階級文化の、極端なかたちで
の再生産ないし「伝統の創造」を行い、そこに過
度に自身をアイデンティファイする Skinheadsが
出現する、といった見取り図になろう。
こうした若者たちのサブカルチャーを、その階
級的なバックグラウンドから説明し、社会構造の
中に位置づけていく手法は、「デビッド・ボウイ
のスタイルは、労働階級（とスキンヘッド）文化
のスタイルとアンダーグラウンドの文脈との、
様々なテーマの複合である」（Mungham &
Pearson，１９７６：１１６）といった「グラムロック・
カルト」研究や、エスニシティの問題を組み込み
つつ Punksを論じたディック・ヘブディッジの
『サブカルチャー：スタイルの意味するもの』な
どへと引き継がれていった。
これらのサブカルチャー研究に対しては、もち
ろん「スキンヘッズやバイクボーイズやヒッピー
など、すでに名札を与えられた特定のサブカル
チャーの成員をグループとして取り上げ、その階
級的位置を明らかにするところから始まる。それ
ゆえこのアプローチは、同じ基本的な階級的位置
を共有しながら、そのサブカルチャーの成員では
なかった若者たちを除外してしまう」（Mungham
& Pearson，１９７６：２５）といった懸念は、早くか
ら示されてきた。だが、ポール・ウィリスなど
は、『労働を学ぶ：いかにして労働者階級の子供
は労働者階級の仕事に就くか』において、ごく一
般的な Ladsたちの生態を活き活きと描き出した
りもしている。
以上、１９７０年代までの CCCS、およびその周囲
にあった人々の「労働者階級文化」研究を概観し
てきた。そこに一貫しているのは、それ以前の反
映論的な、下部構造還元論的な階級意識論とは一
線を画しているにせよ、人々のウェイ・オブ・ラ
イフを、その所属（ないし出身）階級、もしくは
階級間の葛藤によって説明し、社会構造の中に位
置づけようとする視点であった。
【２】１９８０～９０年代：CCCSへの批判、も
しくは現実との齟齬
「UKと USAにおいて、私達は雇用のパターンと
労働の組織と経験との大きな変化を目撃してき
た。１９５０年代にサービス業と比較して製造業での
雇用は減少し始めており、６８年の激減、さらには
７９年には壊滅的な減少をむかえる。６６年には８６０
万人の人が製造業で働いていたが、８１年には５４０
万人となり、この傾向は変わっていない。９０年代
までに、主要な三つの産業セクター（建設・鉱業
・製造）での雇用は、国全体の仕事の４分の１足
らずとなった。逆にサービスセクターでの雇用に
おいては、新たな種類の『諸サービス』が、売り
出された。９０年代までには、サービス業は１５００万
人を超える雇用を提供し、全雇用の７０％を占めて
いる」（Rowbotham & Beynon，２００１：３２）
前節でみたように CCCSの文化研究は、さまざ
まな変数を取り込みつつも、基本的には「労働」
や「生産」関係をその考察の基点にすえてきた。
しかし、社会環境はこの数十年で大きく変化して
６）「結局、テディボーイは、過去の伝統的な都市労働者階級社会と、未来の増大するコンシューマリズム、アメリ
カナイゼーション、ホガートに酷評された『綿菓子（candy floss）』のような大衆娯楽との間をまたぐ過渡的な
形態であった」（Springhall，１９８６：１９１－２）。一方近年、戦前の労働者階級の若者文化の中に、戦後の萌芽がす
でにあったことも指摘されている（Fowler，１９９５）。
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おり７）、とりわけメディア環境の変化が、従来の
労働者階級文化への大きな脅威となったことは、
多くの論者が指摘するところである。たとえば、
「１９５８年までに、社会的階級とは無関係に、テレ
ビは世帯のマジョリティを占めるようになり、家
庭の必需品として急速に受容されていった。テレ
ビ視聴者の数が、ラジオ聴取者のそれを追い抜
き、映画の観客の数は減少を続ける中で、テレビ
は、大衆ドラマと現代の社会生活を表象するノン
フィクションの両方の、支配的な文化的形式と
なった」（Laing，１９８６：１４３）。このようなマスメ
ディアによるマスカルチャーの世界では、生産や
労働よりも、「消費」や「趣味」が人々のアイデ
ンティティの核心となっており、旧来の「階級」
概念は説明力を失いつつある。
一方、マスカルチャーから離反し、それに反発
するサブカルチャー（ないしカウンター・カル
チャー）に関しても、「クラブ・カルチャー」研
究者たちによってそれら諸文化のクラスレスな性
質が強調され（Redhead，１９９７；Thronton，１９９５；
Malbon，１９９９）、ヘブディッジのパンクス理解の
「階級偏重」な側面が指摘され（Muggleton，２０００）、
１９８０年代に生まれた Gothなどは、階級からは説
明不能であることが明らかにされるなど
（Hodkinson，２００２）、CCCSのユース・サブカル
チャー研究は、さまざまな批判にさらされている
（Cagle，１９９５：３７－４１）。
もちろん、これは「サブカルチャー」という概
念をどう定義づけるかという問題でもあり、フィ
ル・コーエンのように、あくまでも「私の意見か
らすれば、サブカルチャーは被支配 dominated
文化から生まれるのであって、支配的 dominant
文化からは生まれない以上、ミドルクラスはサブ
カ ル チ ャ ー を 生 み 出 さ な い と 考 え る」
（Cohen，１９８０：８６）とする立場も可能であろう。
しかし、CCCSなど従来の「若者の社会学におけ
る文化的アプローチへの私の批判の含意は、それ
らが若者たちを、しばしば明瞭にそうでないにも
かかわらず、本質的に問題的で反逆的だとみなす
という前提の上に成り立っている点にある」
（Miles，２０００：９）との指摘は、じゅうぶんに説
得的である８）。サブカルチャー概念の検討は別稿
にゆずるが、やはり階級（間の葛藤）や、それに
ともなう抑圧・抵抗、もしくは商業化による搾取
・被搾取の問題としてのみ（ユース）サブカル
チャーを論じることには限界があろう。
だが、メインストリームな文化においても、オ
ルターナティブな文化においても、階級文化（特
に労働者階級文化）の影が薄くなる一方で、以下
のような状況は依然存在する。
「労働者階級の人々の多くは、消費支出のより高
いレベルを望んでいるように思われる。その労働
から生み出される力は浸食され、モノを買う力に
よって置き換えられる。それは、『私たちはこれ
これを買う者である』という傾向へと人々を導
く。労働者たちは、より金銭中心で、家族中心
で、個人主義的になっている。家やクルマの所有
が、労働者階級のエリアでも、ステイタス向上の
シンボルとなってきた。／しかし、この文化革命
は、もはや労働者階級が労働者階級と完全に感じ
なくなったことを意味しない。労働者階級の人々
７）こうしたマニュアル・ワークの減少は、以下のウィリスのラッズ論への批判に見られるように、ある一面では
労働者階級の人々に歓迎された事態でもあった。「ウィリスは彼のラッズが代表だと主張していないにもかかわ
らず、そのファインディングスは、まるでそれが労働者階級全体を語るかのように存在している。‥少年たち
は徒弟（apprenticeships）を希望するし、少女たちは店頭や工場で働くよりも、オフィスで働くことを切望して
いる。こうした労働者階級の欲求は、最近に始まったものではない。労働者階級の父は、その息子に勉強する
ことの美徳を教え続けてきた長い歴史を持つ」。一方、「ウィリスはまた、その含意として、ミドルクラスの若
者を受動的な conformistとして描いたことで批判されている」（Roberts，１９９５：８９）。
８）スティーヴン・マイルズは、CCCSのサブカルチャー研究を批判し、それら若者文化をライフスタイル概念で捉
え直すことを主張する。しかし、生産や労働の問題をすべて捨象し、若者文化を消費（文化）の枠内に限定さ
れた、恣意的なスタイルの流行としてのみ語るのも、また極論であろう（Miles，２０００）。そうした議論は、「レ
イモンド・ウィリアムズやエドワード・トムソンのようなニューレフトの思想家の著作と呼応するかのように、
（マーケッターである）ホブソンは、階級はいまや単純に経済的指標によって理解されるのではなく、ウェイズ
・オブ・ライフまたは『ライフ・スタイルズ』を含む、文化的指標として理解される必要があると主張した」
というように、容易にマーケティング理論と節合する（Mort，１９９６：１３２）。
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が階級について語るのを聞くとき、私たちは彼ら
がミドルクラスと依然感じていないことを発見す
る。未だに彼らは、階級が彼らの生活に決定的な
インパクトを有していると信じており、彼らは階
級が英国流生活の重要なパートだと考えている。
それゆえ、労働者階級の人々は、依然自身を特定
の階級の一部だとみなし、彼らがクラスレス社会
に生きているとは思わない。だが、現代の労働者
階級の非常に多くは、政治的に無関心である」
（Storry & Childs，２００２：１９２）
よく言われるように「社会調査において、英国
の階級は職業によってはかられ、米国の学術的な
いし政府の調査では、収入ないし学歴によっては
かられる。今日、多くの階級理論家たちは、資本
と労働といった議論を無視しがちなウェーバリア
ンとなっており、この領域においてもマルキスト
・モデルは凋落している」（Munt，２０００：３）わ
けだが、「ミドルクラスの収入の獲得は、ミドル
クラスへの社会的統合へも、ミドルクラスの地位
・アイデンティティ・政治的選好の採用へも、自
動的に導かれるものではない」（Robert，２００１：
９１）。現に、古典的なマニュアル・ワーク従事者
の比率は減少しているにもかかわらず、先の引用
のような事態が生じている。このことをいかに理
解すべきだろうか。今、CCCS的な階級文化研究
から、どのような方向への転換を迫れているのだ
ろうか。
【３】２０００年～：流動化しつつ、再構築さ
れる「階級」
まず注目すべきは、近年 CCCSにつらなる系譜
の中でも、階級概念の捉え直しの作業が進んでい
る点である。たとえば、「マルクスは、class in
itselfと class for itselfを区別していた。クラスは
まず生産手段との関係において定義されるけれど
も、その行為者が意識上の common typeを発展
させ始めるときには、それは人々の単なる集合以
上のものとなる」（Robert，２００１：９）。それは、
経済的な構造に基づく所与のものとしての階級、
ないしは本質主義的な労働者観から、自己定義と
しての「労働者（階級）」へ、それら「労働者」
たちが構築し、また構築されるものとしての階級
（文化）へ、という視点の転換である。もちろん
そうした視点は、エドワード・トムソンなどにも
じゅうぶん意識はされていたが、彼の描いた労働
者階級（文化）の構築の過程のみならず、現在に
至るまでの、その絶え間ない再構築の過程におい
ても、人々はその時代・その社会における労働者
階級文化を実践する中で、自身を労働者として措
定し直し、その文化の再生産・再創造を行ってき
た。
たとえば、テレビ番組一つをとってみても、自
明に「労働者階級（文化）的なもの」があるわけ
ではない。
「８０年代半ばまでに、労働者階級の人々は総じて、
ミドルクラスの人々と同様な見方で、ドキュメン
タリーを求めているわけではないという結論に達
した。おおむねドキュメンタリーは、ミドルクラ
スが労働者階級と関係を持たんがために作られて
いる。大概の労働者階級の人々は、よりファンタ
ジーや物語に興味を持っており、彼らが犠牲者と
して構築され、教化の対象とされるようなことは
好まないように思えた」（Rowbotham & Beynon，
２００１：１７８）
こうしたテレビプロデューサーの回顧にもある
ように、労働者の姿が表象されてさえいれば、そ
れが労働者階級文化のコンテンツとなるわけでは
ない。一方、その労働者階級のファンタジーや物
語に応えたソープオペラ「イーストエンダーズ
は、労働者階級の視聴者を対象としたという意味
でも、労働者階級的である。この番組は、ITVや
チャネル４からのプレッシャーに反応し、視聴率
の多くを獲得しなければならなかった BBCに
よって制作された。その共同制作者であるジュリ
ア・スミスは、明確に視聴者は労働者階級である
と想定し、ビンゴやパブに出かける前のティータ
イムに、この番組をテレビで見ている視聴者をイ
メージしていた」。
CCCSの研究において、モッズやロッカーズた
ちのインキュベーションの場とされた労働者階級
の街ロンドン・イーストエンドへは、その後西イ
ンド諸島やインド亜大陸からの移民が多く流れ込
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んできたが、この１９８５年に始まるドラマシリーズ
「イーストエンダーズ」でも、「女性・黒人・アジ
ア系のキャラクター、ゲイ・ライフスタイルなど
を表象しつつも、一貫して労働者階級の生活が描
かれて」（Rowbotham & Beynon，２００１：２１１）お
り、労働者階級の視聴者は、このドラマを同じ時
間、同じように視聴する他の人々の存在を意識す
ることで、その視聴者たちの間の、一種の共同性
を想起しうるわけだ。つまり、労働者階級的な受
容や使用を通じて、このドラマは労働者階級文化
を構成するコンテンツとなっていくのである。そ
してその共同性までをあるウェイ・オブ・ライフ
の分有だと考えれば、労働者階級文化は、労働や
生産の場から離れはしたものの、メディア（消
費）のもたらす「想像の共同体」によって再生産
されている。かつてホガートが考えたように、マ
スメディアは労働者階級のコミュニティや文化を
蹴散らしていくだけではなく、そのメディア上の
セグメントによっては、新たな労働者階級の（メ
ディエイテッド）サブカルチャーを産み出す可能
性をも秘めているのである９）。
また、労働者階級の若者文化であるラッズ・カ
ルチャーも、現在、よりフレキシブルに捉え直さ
れるべきではないだろうか。ニューキャッスルの
若者たちの夜遊び（night out）を精査したロバー
ト・ホーランズによれば、「この社会的に構築さ
れた男性的なローカル文化の事例は、‥職業的な
履歴の特定の要素や『ハードラッズ』の外見を強
調しているが、ごくわずかな青年しか仕事をして
おらず、肉体労働にも従事してないのにもかかわ
らず、ある回答者は、『ワーキングマンの週末』
の祝典を続けているのだとコメントしている」
（Hollands，１９９５：７１）という。時に大学生まで
もが、その地域に根づいた「ラッズ」としての自
意識を抱き、行動する現状は、なにもニュー
キャッスルのいわゆる Geordie１０）――ロンドンの
Cockney、リバプールの Scouse、バーミンガムの
Brummieなど、各地の「下町っ子」と同様の語
感を持つ――だけに限ったことではない。また、
こうした“new lads”に関して、イメルダ・ウェル
ハンは、その構築過程における、青年向け男性雑
誌 が 果 た す 役 割 の 大 き さ を 指 摘 す る
（Whelehan，２０００）。
そして性差に関しても、新たなラッズ・カル
チャーは多分に流動的である。「大学生は、（夜遊
びの）グループで男女がミックスする／しないに
関してよりカジュアルなのに対して、地元民は
ladsと lassesが分かれて夜遊びする伝統をより強
固なものとしている」（Hollands，１９９５：４９）と
いったマスキュリニティ（ホモ・ソーシャルな価
値観）が維持される反面、ウェルハンは、
“laddette”ともいうべき女性たち――パブでビー
ルをあおり、あけすけに性について語り、殴りあ
いの喧嘩も辞さない――の登場を指摘している
（Whelehan，２０００）。
これまで脇役に追いやれてきた女性をも取り込
むような、労働者階級文化（特にその若者文化）
の可塑化とその不断の再構築のプロセス。それと
同様の振幅は、エスニシティの問題に関しても見
受けられる。たとえば、「西インド諸島出身者
は、その文化的パターンの多くは労働者階級の若
者のそれとより近い――アジア系の人々の内省的
で、家族中心主義で、地位向上を指向する生活様
式がミドルクラスの外観に近いのに比して――が
ゆえに、おそらく、その地域の文化同質性への脅
威は少なかった」（Mungham & Pearson，１９７６：
１５５）というように、労働者階級文化がつねに、
すべての移民に対してゼノフォビックであったわ
けではない。
そして、「卓越したバイオリニストであるナイ
ジェル・ケネディは、全国紙が非常に poshなミ
ドルクラス・ファミリーの出であると報じている
９）こうした「メディアに媒介された労働者階級文化」の大きな画期は、やはり６０年代のテレビの普及（と労働者
階級ソープ「コロネーション・ストリート」の開始）であろう（Gillet，２００３）。雑誌メディアによる、労働者階
級文化の少女版の構築過程としては、「現実の生活において、（大衆的なスーパーマーケットである）TESCO
clothesにはエキサイティングなものは何もないが、ジャッキー誌はそれをハイファッションのように見せる」
（McRobbie，２０００：１０８）。また、フットボールをめぐる lads fandomにしても、１９６０年代に労働者階級の中の豊
かな層によって「創られた伝統」の側面が強く、そこには新聞やテレビなどが関与していた（King，２００２）。
１０）アンディ・ベネットは、ニューキャッスルの音楽シーンの分析を通じて、ポピュラー音楽がローカル・アイデ
ンティティ構築に果たす役割を分析している（Bennet，２０００）。
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にもかかわらず、Cockney ladアクセントを採用
している」（Storry & Childs，２００２：１７９）よう
に、「経済的な所属（出身）階級とは異なる階級
への帰属意識にもとづく労働者階級文化」すらも
生まれつつある。それが単なるノスタルジーでは
なく、新たな現実を産み出している現在、それを
捉えうる「階級（文化）」概念の再定義が不可欠
であり、その階級というファクターを排除するの
ではなく、アイデンティティの源泉のワン・オブ
・ゼムとして含み込んだかたちでのユース・サブ
カルチャー研究の枠組が、早急に整備される必要
があろう１１）。
【４】おわりに
以上、戦前までのイギリス社会において圧倒的
な規定力を有していた「階級」のプレゼンスが弱
まり、ジェンダー・エスニシティ・世代・ローカ
リティ・メディアといった他の諸要因との並存、
ないしそれらとの輻輳の中で、ある人間のアイデ
ンティティが社会的に定められ、かつ個人的に選
びとられている現在、一つの文化（集団）へ全面
的な帰属というよりは、シチュエーション毎の
パートタイムでの参加が常態となっている現在に
ついて言及してきた１２）。そして、「（労働者）階
級」が、その古典的な意味あい（とそれを支える
社会的基盤）を失いながらも、依然一定の効力を
保ち続けている現状を見てきた。中でもラッズ・
カルチャーは、２００２年８月２２日付ガーディアン紙
が「ラッズにはよりよい階梯が必要（Lads need
better ladders）」と題された記事において、GCSE
（一般中等教育修了試験）の結果は女子の方が優
秀であり、男女間のギャップは「反学校的なラ
ディッシュ・カルチャー」に起因すると伝えてい
るように、その生命力の強さは特筆すべきものが
ある。
もちろん、こうした「『近代的』労働者階級ア
イデンティティとイングリッシュ・アイデンティ
ティは、民主的国家が、それ自身の『文化』をも
つ労働者階級を独立した（ただし従属的な）存在
として認識するような、労働者が自身を『労働者
階級』かつ『イングリッシュ』として同定できる
ような、共通の基盤の上に生まれた」（Steele，
１９９７：４６）のであり、労働者階級文化（とりわけ
１１）大まかな研究の流れとして、生産関係における「階級」から、消費のスタイルないしテイストとしての「階級」
へ、所与のものとしての「階級」から、構築されるものとしての「階級」へ、identifiedされた identityから、
identifyingする identityへ、といった諸点が指摘できるであろう。ユース・サブカルチャーに関して、ワイン＆
ホワイトは、若者のアイデンティティには、消費を通じたアイデンティティと生産を通じたそれとがあり、さ
らに前者は「文化の消費（Consumption of culture）」と「文化の流用（Appropriation of culture）」に、後者は
「文化の生産（Production of culture）」と「文化の再生産（Reproduction of culture）」に分けられるとしている
（Wyn & White，１９９７：８６）。彼らの考える「文化の生産」とは、６０年代の対抗文化などを、「文化の再生産」と
は、商業化された対抗文化にさらに対抗する、政治的なラディカリストなどの文化をイメージしている。これ
までの議論にひきつけて考えてみると、「イーストエンダー」のようなコンテンツやパブでのビールなどの消費
を通じての、労働者階級文化の一員であることの確認（文化の消費）、そうしたラッズ・カルチャーを転用した
ラデェット・カルチャー（文化の流用）、それらラデェットたちの要求に応える男性ストリッパーズたち（文化
の生産）、さらにそれを真似て一儲けを企むうちに、自らの出自であるラッズ・カルチャーを再確認していった
「ザ・フルモンティ」の失業者たち（文化の再生産）、となろう。しかし、ウィリアムズにならい、「文化」を a
way of lifeの総体と規定すると、「消費」「流用」「生産」「再生産」といった行為のいずれもが「文化」たり得
る。つまり「文化の消費の文化（＝何らかの意味づけを与えられているモノや行為を、購入・利用することに
よって自らのアイデンティティを確保するという消費文化）」、さらには「文化の流用の文化（何らかの意味づ
けを与えられているモノや行為を、加工し、アレンジすることによって自らのアイデンティティを担保する消
費文化）」も考えられるし、また「ザ・フルモンティ」の例のように、消費の受け手と送り手は、容易に交代可
能であったり、協働しながら文化の消費・生産の場を構成していくような関係にもなりうる。
１２）イギリス国外へと視野を広げると、オーストラリアのスキンヘッズたちが「語り、解釈し、構築している彼ら
の社会的文化的世界、すなわち彼らの『状況の定義』に耳を傾けるならば、彼らはエスニシティの観点を最重
要としているのである。その明確なワーキングクラス・エートスの欠落ゆえに、エスニック・カテゴリー『イ
ングリッシュ』は、はるかに明示的な特徴となっている」（Moore，１９９４：１０）ように、イギリス国内では労働
者階級の（ないしそこからの転落の危機に瀕する）若者たちの問題として捉えられてきたスキンヘッズは、異
なる文脈においては、イギリス出自であること――白くて強いブリテイッシュネス――をアイデンティティの
核心とする若者たちによって採用されるスタイルとなるわけだ。
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そのラッズ・カルチャー）が、地元・自国・自民
族中心主義、時にセクシズムやレイシズム、
Hooliganismや vandalismにつながりがちな点は
見逃すべきではなかろう１３）。
しかし、印象論ではあるが、アメリカの red―
neckや日本のヤンキー――もしくはネット上で
のドキュソ（dqn）という呼び方――に比して、
イギリスのラッズ（ないしラッデット）たちに
は、自分の居場所や存在価値が見えやすいように
思える。「加熱（ウォーミングアップ）」一方の日
本の教育システムに対し、イギリスのそれが早期
から「加熱」と「冷却（クーリングアウト）」の
両刀づかいであるとした志水宏吉の説に従えば、
社会的上昇を早期に「冷却」した（された）ラッ
ズたちにも、周囲から認知され、自らも誇り得る
文化が用意されているのではないだろうか（志水
２００３）。そこに、イギリス社会の知恵と成熟を見
ることも可能であろう。ともあれイギリスにおい
て労働者階級文化は、残滓などではなく、依然必
要なウェイ・オブ・ライフなのである。
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A Note on Class Cultures
ABSTRACT
In British society, class culture still has not lost its significance, whereas matters of
gender, ethnicity and generation are becoming relatively more important. In particular,
working class culture has maintained its vitality and many people are proud of their sense
of belonging to the culture, though heavy or mining industries have declined. In this note, I
survey recent studies concerning working class culture and derive three points as follows.
Firstly, now class is not only an issue of production but also one of consumption or taste.
As a result, many people construct themselves at will as members of the working class,
though in some cases they are white collars workers or students. Although some manual
workers earn more money than office workers or teachers, they recognize themselves as
working class. Secondly, the representations of working class cultures in films or TV
dramas revitalize and reconstruct them. Lastly, now the barrier of gender becomes lower,
even in working class culture, so lasses or ‘laddette’ culture has emerged as the
counterpart of lads culture, which means masculine working-class men’s culture. In
conclusion, whereas the aspect of ‘class in itself’ is decreasing now, the aspect of ‘class for
itself’ is increasing. So, in British society class cultures will be alive for a while.
Key Words: class cultures, Cultural Studies, youth subcultures
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